
 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

        史跡だより 第 10 号 
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し   せ   き 

－備前
び ぜ ん

国分寺
こ く ぶ ん じ

跡
あと

  両宮山
りょうぐうざん
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こ ふ ん
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備前最大の前方後円墳の解明へ

巨 大 前 方 後 円 墳 の 解 明 へ 

前方部 

Ｔ67 前方部東側面 

第 1段テラス～第 2段斜面 

Ｔ72 造り出し 

平成 27年 12月から平成 28年 2月までの 3ヶ月間、備前地域

最大を誇る両宮山古墳（5 世紀後半築造：墳
ふん

丘
きゅう

の長さ 206ｍ）

の第 6次発掘調査を行いました。 

墳丘裾
すそ

の保存（護岸）工事の事前調査として、7 本のト

レンチ（試掘
し く つ

溝
こう

：Ｔ67～73）を設定し調査しました。 

前方部側面の調査（Ｔ67・71）では、第 1 段テラスから

第 2 段斜面の盛土
もりつち

状況や傾斜
けいしゃ

変換点
へんかんてん

を確認しました。第 1

段テラス付近では水平方向の盛土、第 2 段斜面では斜面に

沿って黒色と黄色の盛土が見られました。 

現状で高く 2 段に見える造
つく

り出
だ

し（Ｔ72）は、上部は江

戸時代以降の造成によるものと思われ、第 1 段テラスある

いは第 1段斜面に取り付く可能性が考えられます。 

  巨大前方後円墳の墳丘構築
こうちく

方法が分かった貴重な調査事

例となりました。 

 

赤色：発掘調査地点 
番号：トレンチ 

T67 

T71 
T72 

T73 

T68 

T69 T70 

後円部 

前方部 

造り出し 

両 宮 山 古 墳 第 ６ 次 発 掘 調 査 速 報 

第 2段斜面 

第 1段テラス 

造り出しの残存面 

江戸時代以降の流土 
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造り出しからも古墳に関係する遺物の出土なし 

 造り出し：古墳時代中期に発達する、くびれ部付近に取り付く方形台状の施設。

その多くが祭祀場
さ い し ば

の可能性がある。 

「「造造りり出出しし」」とといいええばば、、家家形形
いえがた

やや柵柵形形
さくがた

埴埴輪輪
は に わ

、、たたくくささんんのの土土器器がが出出土土すするるイイメメ

ーージジををももたたれれてていいるる方方もも多多いいとと思思いいまま

すす。。  

両両宮宮山山古古墳墳かかららはは、、ここれれままでで埴埴輪輪やや

葺葺
ふき

石石
いし

とといいっったた外外表表施施設設がが見見つつかかっってていい

まませせんん。。今今回回調調査査ししたた造造りり出出ししかかららもも

古古墳墳にに関関係係すするる遺遺物物のの出出土土ががあありりまませせ

んんででししたた。。古古墳墳ののおおままつつりりがが行行わわれれなな

かかっったたののででししょょううかか？？  
横から見た造り出しのイメージ 

造り出し 

前方部 

くびれ部 

つく だ 

両宮山古墳の歴史的な位置付けを行うとともに、今回の調査の最終目的である墳丘の崩落を防止

する保存工事の計画を立てていきます。通常は水面下で見えませんが、水を抜くと水面付近の墳丘

裾は池の水で洗われ、えぐれたり、崩落が生じたりしています。 

計画策定の後は、保存工事を実施する予定です。地元の皆様には、ご協力よろしくお願いします。 

調 査 の 後 は ？ 

墳丘の土が崩落しそうなところ（後円部） 墳丘の裾がひさしのようになった場所（前方部南西隅） 

両 宮 山 古 墳 


